
発行所／愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会
　　　　〒790-0001 松山市一番町4丁目1番地2
　　　　ＴＥＬ  089-941-7598（代表）
　　　　ＦＡＸ  089-945-1318

町会報 ２０１４

２
Vol.59

愛媛県町村会第67回定期総会   ………………………………………… ２
町村会・議長会定期総会にかかる合同式典   ……………………… ３
愛媛県町村議会議長会第65回定期総会  …………………………… ４
新議長紹介  ………………………………………………………………………… ４
随想　山下正敏愛南町議会議長   ……………………………………… ５
愛媛県市町総合事務組合議会定例会  ………………………………… ６
町からのお知らせ  ……………………………………………………………… ７
一　筆  ………………………………………………………………………………… ８
2月の行事   ………………………………………………………………………… ８
編集後記   …………………………………………………………………………… ８

Contents
　「でちこんか」は、毎年10月の第２土曜・日
曜日に開催される鬼北町の一大イベントです。
　土曜日に開催される前夜祭では、「邦楽ライ
ブ inきほく」と題して、鬼北町の太鼓集団「魁」
をはじめとする県内外の邦楽グループによる
迫力あるパフォーマンスが披露されます。
　また、日曜日の「でちこんか」当日には、約
90の店舗が立ち並ぶ「びっくり市」や鬼北町の
特産である「きじ」を使った「ジャンボきじ
鍋」の無料提供などが行われ、毎年大好評を博
しています。

鬼北町﹁でちこんか﹂



　平成26年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 59 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
67
回
定
期
総
会

を
2
月
24
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
、「
松

山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
開
催
。
県

下
9
町
の
町
長
並
び
に
、
副
町
長
、
総
務

課
長
及
び
全
国
町
村
会
長
（
久
保
全
国
町

村
会
行
政
部
長
代
理
出
席
）
の
出
席
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
髙

野
監
事
（
久
万
高
原
町
長
）
が
述
べ
、
続

い
て
白
石
会
長
（
松
前
町
長
）
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
久
保
行
政
部
長
が
全
国
町
村

会
長
か
ら
の
祝
辞
を
代
読
し
た
後
に
議
事

に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
規
約
の
定
め
に
よ
り
白
石
会
長

が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の
と
お
り
議
事

を
進
行
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

認
定
第
1
号　

平
成
24
年
度
本
会
歳

入
歳
出
決
算

　
　

髙
野
監
事
（
久
万
高
原
町
長
）
か
ら

監
査
報
告
が
あ
り
、
異
議
な
く
認
定
。

第
67
回
定
期
総
会

26
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

愛
媛
県
町
村
会
　

⑶　

議
案
第
1
号　

本
会
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
26
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑸　

議
案
第
3
号　

平
成
26
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

⑹　

平
成
26
年
度
本
会
特
別
会
計
予
算

　
　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
、

議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、最
後
に「
閉
会

の
こ
と
ば
」
を
稲
本
副
会
長
が
述
べ
、
閉

会
し
た
。（
閉
会
時
刻　

16
時
20
分
）

開会のことばを述べる髙野監事（久万高原町長）

久保全国町村会行政部長

稲本副会長（内子町長）

白石会長（松前町長）



　（3）　平成26年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 59 号　

町村会・議長会 定期総会にかかる合同式典 次第

	 と　き　平成26年₂月24日㈪　16時30分　　　　　
	 　ところ　松山全日空ホテル「エメラルドルーム」　

₁．開　　会
₂．あいさつ　　白石愛媛県町村会長
₃．祝　　辞
₄．講　　演　　久保全国町村会行政部長
₅．来賓紹介
₆．閉　　会　　関本愛媛県町村議会議長会長

竹田愛媛県議会議長 中村愛媛県知事 白石愛媛県町村会長

定期総会にかかる合同式典を開催
愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会　

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
2
月

24
日
㈪
開
催
の
定
期
総
会
終
了
後
、
午
後
4
時
30
分
か
ら

「
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
合
同
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
同
式
典
は
、
各
町
か
ら
町
長
及
び
副

町
長
ま
た
は
総
務
課
長
が
、
ま
た
町
議
会

か
ら
は
議
長
及
び
議
会
事
務
局
長
が
出
席

の
下
に
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
白
石
県
町

村
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
を
述
べ
た
後
に
来

賓
の
知
事
（
上
甲
総
務
部
長
代
理
出
席
）、

竹
田
愛
媛
県
議
会
議
長
か
ら
懇
篤
な
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
全
国
町
村

会
の
久
保
部
長
か
ら
、
道
州
制
の
動
向
を

め
ぐ
る
講
演
が
あ
っ
て
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
関
本
県
町
村
議
会
議
長
会
長

が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
村
愛
媛
県
知
事
に
は
、
諸
般

の
都
合
か
ら
終
了
後
の
意
見
交
換
会
の
席

上
で
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



　平成26年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 59 号　（4）　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
65
回

定
期
総
会
を
2
月
24
日
午
後
3
時
30
分
か

ら
「
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
県
下
9
町
の
議
長
・
議
会
事

務
局
長
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
瀧

野
監
事
（
久
万
高
原
町
議
長
）
が
述
べ
た
。

続
い
て
関
本
会
長
（
松
野
町
議
長
）
か
ら

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
松
前

町
議
会
や
自
治
功
労
者
ら
受
賞
者
の
方
々

に
対
し
て
表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
の

第
65
回
定
期
総
会
を
開
く

26
年
度
事
業
計
画・予
算
を
決
定
！

県
町
村
議
会
議
長
会
　

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
、

議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
土
居
副
会
長
（
上
島
町

議
長
）
が
述
べ
、
閉
会
し
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

伊
予
郡
松
前
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

・
議
員
15
年
以
上
在
職
者

　

内　

子　

町　

議
員　
　

中
田　

厚
寛

　
　
　

同　
　
　

議
員　
　

山
崎　

正
史

㊟ 

表
彰
の
基
準
日
は
平
成
26
年
1
月
31
日
現
在
。

贈
呈
等
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
本
会
規
約
の
定
め
に
よ
り
関

本
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に

入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、会
議
録
署
名
人
に

岡
砥
部

町
議
長
及
び
松
浦
鬼
北
町
議
長
を
指
名
し

た
後
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
24
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
決

算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
。

⑶　

報
告
第
3
号　

平
成
26
年
度
愛
媛　

県
町
村
議
会
議
員
特
別
会
計
予
算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
し
、

一
同
了
承
。

⑷　

認
定
第
1
号　

平
成
24
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
よ
り
説
明
が

あ
り
、
一
同
異
議
な
く
認
定
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
1
号　

平
成
26
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画

⑹　

議
案
第
2
号　

平
成
26
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
3
号　

平
成
26
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　
　

以
上
の
3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

　開会のことば
 瀧野監事（久万高原町議長）　

　閉会のことば
 土居副会長（上島町議長）　

自治功労者表彰

議長　関本会長（松野町議長）

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
6
日
の
砥
部
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

西
岡
利
昌
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
　
　
岡お

か

　
利と

し

　
昌ま

さ

　
氏

に
し
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「
意
地
」、
広
辞
苑
で
調
べ
て
み
る
と
心

の
構
え
、
根
性
、
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る

強
い
意
志
だ
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
仕
事

で
も
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
、「
意
地
」
を

持
つ
こ
と
で
気
持
ち
を
維
持
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
、
物
事
を
成
し
遂

げ
る
大
き
な
力
に
な
る
そ
う
で
す
。
ソ
チ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
浅
田
真
央
選
手
、

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
失
敗
を
し
て
、

身
も
心
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
フ

リ
ー
演
技
で
最
高
得
点
を
あ
げ
6
位
に
入

賞
し
た
浅
田
選
手
の
心
に
は
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
意
地
が
あ
り
、
そ
の
気
持
ち
が
あ
の

素
晴
ら
し
い
演
技
を
生
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
我
々
議
会
議
員
も
議
員
と
し
て
の
意

地
を
し
っ
か
り
持
っ
て
議
員
活
動
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
彼
女
の
フ
リ
ー
演

技
で
の
ト
ラ
イ
で
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

　

先
日
私
は
、
3
回
目
の
金
比
羅
宮
に
参

拝
し
ま
し
た
。
参
道
を
通
り
大
門
、
旭
社
、

社
務
所
を
通
り
本
宮
ま
で
の
7
8
5
段
の

道
程
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
こ
こ
で
終

わ
る
予
定
で
し
た
が
、
ふ
と
奥
社
（
₁
₃

₆
₈
段
）
に
繋
が
る
道
を
見
る
と
、
小
さ

な
子
供
、
腰
の
曲
が
っ
た
ご
老
人
が
登
っ

て
い
る
の
を
見
て
私
の
意
地
が
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。
登
っ
て
み
る
と
山

頂
か
ら
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
汗
も
心

地
よ
く
気
持
ち
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
議
員
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
昨
年
の
5
月
に
愛
南
町
議
会
議
長
に

選
出
を
し
て
い
た
だ
き
早
一
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

議
長
就
任
の
挨
拶
で
議

会
の
融
和
と
各
業
種
と

の
意
見
交
換
会
を
し
た

い
と
話
し
ま
し
た
が
、

議
会
の
融
和
は
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
進
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。
意

見
交
換
会
の
方
は
、
ま

ず
最
初
に
平
成
25
年
8

月
に
水
産
関
係
の
愛
南

漁
協
、
久
良
漁
協
、
南

予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

と
、
2
回
目
は
10
月
に
農
業
、
林
業
関
係

者
と
、
3
回
目
は
平
成
26
年
1
月
に
商
工

観
光
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
に
参
加
し
て
町
内

の
各
業
種
の
実
情
、
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
議
員
活
動
で
少
し
で
も
愛

南
町
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
自
分
自
身

で
点
数
を
つ
け
る
と
50
点
位
は
つ
け
て
も

い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

愛
南
町
は
今
年
の
10
月
で
合
併
10
年
を

迎
え
ま
す
。
南
宇
和
は
ひ
と
つ
を
合
言
葉

に
、「
愛
南
町
」
が
誕
生
し
た
の
が
つ
い
昨

日
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
県
内
の
合
併
し

た
市
町
村
の
状
況
を
聞
い
て
見
る
と
、
合

併
し
て
良
か
っ
た
と
言
え
る
市
町
村
が
少

な
い
中
、
愛
南
町
も
同
様
と
言
え
ま
す
。

　

我
々
議
会
議
員
は
町
民
が
合
併
し
て
良

か
っ
た
と
言
え
る
町
に
す
る
こ
と
が
、
町

村
合
併
に
参
加
し
た
議
員
の
責
任
で
あ
り

随想随想随想

﹁
意　

地
﹂

 

愛
南
町
議
会
議
長　

山
　
下
　
正
　
敏
　

議
員
の
意
地
の
見
せ
場
だ
と
思
い
ま
す
。

愛
南
町
で
も
ま
ず
は
合
併
10
年
を
検
証
し

て
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
、
そ

し
て
町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
意
地
を

持
っ
て
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
2
月
19
日
㈬

午
後
1
時
30
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
平
成
26
年
第
1
回
定
例
会
を
開

催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
白
石
組
合
長
・
三
好
西
予

市
長
・
髙
野
久
万
高
原
町
長
・
髙
須
賀
東

温
市
長
・
阪
本
松
野
町
長
・
楠
西
条
市
議

会
議
長
・
関
本
松
野
町
議
会
議
長
の
各
議

員
及
び
監
査
委
員
の
清
水
愛
南
町
長
。

　

組
合
議
会
は
、
白
石
組
合
長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の
後
、
関
本
議
長
の
議
事
進
行

に
よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
髙
須
賀
議

員
及
び
阪
本
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本

定
例
会
の
会
期
を
本
日
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

議
案
第
1
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負

担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

消
防
負
担
金
条
例
に
よ
り
26
年
度
の

消
防
負
担
金
の
負
担
方
法
を
定
め
る
も

の
で
、
前
年
度
と
同
額
で
そ
れ
ぞ
れ
1

人
当
た
り
、
市
町
消
防
団
員
に
係
る
負

担
金
を
₂
₁
，
5
1
0
円
、
消
防
吏
員

に
係
る
負
担
金
を
3
1
0
円
、
市
町
人

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
決
定

県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

口
に
係
る
負
担
金
を
30
円
50
銭
で
お
願

い
し
た
い
。」
旨
の
説
明
が
あ
り
、審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

議
案
第
2
号

　
　

平
成
25
年
度
本
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
₃
，
9
5
5

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
₁
₁
，

₅
₂
₃
，
9
6
5
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。内
容
は
、歳
入
に
つ
い
て
は
、交

通
災
害
共
済
掛
金
に
お
い
て
、
構
成
市

町
の
25
％
で
加
入
率
見
込
み
が
の
現
在

の
と
こ
ろ
19
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
掛
金
を
₄
，
0
0
0
千
円
減
額
、

議
員
連
合
会
支
出
金
に
お
い
て
、
議
員

公
務
災
害
の
事
案
発
生
に
よ
り
補
償
費

と
し
て
45
千
円
増
額
す
る
も
の
。
歳
出

に
つ
い
て
は
、
事
業
費
に
お
い
て
、
議

員
公
務
災
害
事
業
費
の
補
償
費
と
し
て

45
千
円
増
額
、
諸
支
出
金
に
お
い
て
、

交
通
災
害
見
舞
金
基
金
積
立
金
を
₄
，

0
0
0
千
円
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
旨

の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

議
案
第
3
号

　
　

平
成
26
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
₁
₁
，
₂
₅
₂
，

0
1
0
千
円
（
前
年
度
比
₂
₇
₅
，

9
1
0
千
円
減
）
と
定
め
る
も
の
と
し

た
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
後
に
、
◦
退
職

手
当
、
◦
消
防
補
償
、
◦
交
通
災
害
、

◦
自
治
会
館
管
理
、
◦
議
員
公
務
災
害
、

◦
諸
支
出
金
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
に
決
定
し
た
。

平成26年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	負担金 6，194，748 6，290，685 △	95，937

1	退職手当負担金 5，838，000 5，908，000 △	70，000
2	消防負担金 298，434 304，757 △	6，323
3	交通災害共済掛金 50，000 69，600 △	19，600
4	自治会館負担金 8，050 8，050 0
5	公務災害負担金 264 278 △	14

2	使用料 3，600 3，600 0
1	会館使用料 3，600 3，600 0

3	消防基金等支出金 394，000 354，941 39，059
1	消防基金支出金 393，000 354，940 38，060
2	議員連合会支出金 1，000 1 999

4	財産収入 7，346 14，623 △	7，277
1	財産運用収入 7，346 14，623 △	7，277

5	繰入金 4，290，003 4，500，003 △	210，000
1	基金繰入金 4，290，003 4，500，003 △	210，000

6	繰越金 306，900 307，500 △	600
1	繰越金 306，900 307，500 △	600

7	諸収入 55，413 56，568 △	1，155
1	預金利子 1，000 2，650 △	1，650
2	団体支出金 50，567 48，168 2，399
3	雑入 3，846 5，750 △	1，904

歳　　入　　合　　計 11，252，010 11，527，920 △	275，910

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	議会費 415 255 160

1	議会費 415 255 160
2	総務費 101，393 97，533 3，860

1	総務管理費 100，829 96，979 3，850
2	監査委員費 90 80 10
3	認定委員会費 110 110 0
4	審査会費 364 364 0

3	事業費 6，229，655 6，423，190 △	193，535
1	退職手当事業費 5，494，240 5，726，450 △	232，210
2	消防事業費 674，707 642，850 31，857
3	交通災害事業費 40，930 46，900 △	5，970
4	自治会館事業費 16，280 6，430 9，850
5	議員公務災害事業費 3，498 560 2，938

4	公債費 1 1 0
1	公債費 1 1 0

5	諸支出金 4，904，192 4，991，220 △	87，028
1	基金積立金 4，904，192 4，991，220 △	87，028

6	予備費 16，354 15，721 633
1	予備費 16，354 15，721 633

歳　　出　　合　　計 11，252，010 11，527，920 △	275，910
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
久
万
高
原
町
に

　
道
の
駅

　 

「
天
空
の
郷 
さ
ん
さ
ん
」

　
　
　
　
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
受
け
た
高
原
野
菜
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
、
久
万

高
原
町
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
道
の
駅
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
4
月
22
日
は
13
：
30
〜
石
鎚
天
狗
太
鼓

の
演
奏
。
4
月
23
日
は
餅
つ
き
実
演
無
料
配
布
。
他
先
着
3
3
0
人
の
方
に
記

念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
乾
燥
し
い
た
け
の
つ
か
み
と
り
な
ど
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
4
月
22
日
は
落
成
式
後
、
11
：
30
か

ら
餅
ま
き
を
行
い
ま
す
。）

久
万
高
原
町

●場所：道の駅「天空の郷 さんさん」
　　　　　　　　　　　久万高原町入野1855-6
●営業時間：9：00～ 17：00
　　　　　　（夏季・冬季で閉館時間が異なりますので
　　　　　　 　　　　　　　　　　お問い合わせください）
●休：1月1日   
●電話：0892-21-3400
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感
動
・
お
も
て
な
し

　
“
感
動
し
た
”ソ
チ
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
幕
を
閉
じ
た
。

　
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
重
要
な
こ
と
は
、勝

つ
こ
と
で
な
く
、
参
加
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。』。
近
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

こ
の
こ
と
を
開
催
地
を
始
め
、
参
加
国
・

地
域
の
人
々
が
心
底
か
ら
思
っ
て
い
る
と

は
疑
問
で
、
現
実
は
意
味
を
成
さ
な
い
標

語
・
死
語
に
な
っ
た
思
い
が
す
る
…
。

　

選
手
は
、
当
該
そ
の
国
の
代
表
選
手
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
方
、
国
に

よ
っ
て
は
メ
ダ
ル
獲
得
数
に
よ
り
国
威
を

他
に
示
す
代
表
の
駒
と
し
て
、
そ
の
た
め

に
幼
児
期
か
ら
選
抜
、
否
応
な
し
？
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
体
裁
の
良
い
英
才
教
育

と
称
し
た
練
習
で
は
な
く
訓
練
。
そ
の
成

果
は
金
銭
で
称
え
る
方
式
・
制
度
を
採
用

し
て
い
る
国
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
容
易
に

想
像
が
つ
く
。
彼
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵

も
草
葉
の
陰
で
涙
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
今
回
の
ソ
チ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
少
し
違
っ
た
。
日
本
選
手
が
そ
の

こ
と
を
“
競
い
合
う
”
前
の	

“
人
と
成
り
”

を
ス
ポ
ー
ツ
の
真
髄
と
と
も
に
世
界
に
表

現
し
て
見
せ
た
。
こ
れ
は
同
胞
の
身
び
い

き
だ
け
で
は
な
い
は
ず
。

　

そ
の
一
つ
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
団
体

の
銅
メ
ダ
ル
で
あ
る『
色
は
関
係
な
い
。み

ん
な
で
取
れ
た
の
が
嬉
し
い
。』（
葛
西
選

手
）。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
め
て
の
清
水
礼

留
飛
選
手
、
先
月
、
難
病
の
ア
レ
ル
ギ
ー

性
肉
芽
腫
瘍
性
血
管
炎
の
可
能
性
が
高
い

と
診
断
さ
れ
た
竹
内
択
選
手
、
直
前
の
左

膝
痛
を
押
し
て
の
伊
東
大
貴
選
手
、
難
病

と
闘
う
妹
の
為
に
飛
ん
だ
葛
西
紀
明
選

手
。
次
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
19
歳

で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
勝
っ
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
っ
た
羽
生
結
弦
選
手
。
同
女
子
で
は
、

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
自
失
呆
然
と
し

た
が
フ
リ
ー
で
会
心
の
演
技
を
見
せ
た
浅

田
真
央
選
手
。
浅
田
選
手
は
、
期
待
さ
れ

な
が
ら
メ
ダ
ル
に
届
か
な
か
っ
た
が
、
メ

ダ
ル
に
変
え
難
い
そ
れ
以
上
の
“
感
動
”

を
世
界
中
の
人
々
に
発
信
し
た
。
ス
ノ

ボ
ー
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
、
カ
ー
リ

ン
グ
等
々
各
選
手
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

持
っ
て
頑
張
っ
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
₇
年
後
の
地
元（
国
）で
あ
る
。
各

選
手
が
思
う
存
分
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
強
国
威
信
の
た
め

に
拘
っ
た
メ
ダ
ル
数
獲
得
で
は
な
く
、
諸

外
国
に
誇
れ
る
“
感
動
”
を
ま
た
、
期
待

し
た
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
メ
ダ
ル
数
で
は
な
い
。

そ
れ
を
通
し
て
お
互
い
が
競
い
合
い
、
ス

ポ
ー
ツ
以
上
に
人
と
人
と
が
理
解
し
、
知

る
機
会
の
場
で
あ
る
。

　

さ
て
、今
日
、発
展
性
の
な
い
論
評
、進

化
の
な
い
小
細
工
に
明
け
暮
れ
る
外
交
に

陥
る
国
が
あ
る
と
す
れ
ば
残
念
。
日
本
は

未
来
を
見
据
え
た
“
お
も
て
な
し
”
を
大

切
に
す
る
日
本
人
の
真
心
を
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
限
ら
ず
常
に
世
界
へ
発
信
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

�

（
Ｔ
）

　
「
誰
で
も
間
違
い
を
す
る
こ
と
は
あ
る
。

し
か
し
間
違
い
を
固
執
す
る
の
は
馬
鹿
以

外
に
は
な
い
。
二
度
、
考
え
直
し
た
考
え

が
一
番
良
い
」

�

　
（
キ
ケ
ロ　

ロ
ー
マ
の
政
治
家
）

一

筆

2
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
西
日
本
建
設
保
証
事
業
審
議
会

▽
5
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
平

成
25
年
度
第
2
回
評
議
員
会
、町
村
議
会

の
制
度
・
運
営
に
関
す
る
検
討
委
員
会

▽
6
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
65
回

定
期
総
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都

道
府
県
会
長
会
ほ
か
関
連
会
議

▽
7
日
＝
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

第
1
2
8
回
幹
事
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
献
血
推
進
計
画
策
定
検

討
委
員
会

▽
13
日
＝
平
成
25
年
度
町
議
会
事
務
局
職

員
研
修
会（
14
日
ま
で
）、農
地
制
度
Ｐ
Ｔ

▽
14
日
＝
第
10
回
三
浦
保
環
境
賞
表
彰
式
、

第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県
準
備
委

員
会
第
10
回
施
設
専
門
委
員
会
、
同
総

務
専
門
委
員
会
、
え
ひ
め
移
住
交
流
促

進
協
議
会
平
成
25
年
度
第
2
回
総
会
、

地
方
分
権
有
識
者
会
議
公
聴
会

▽
16
日
＝
内
子
町
消
防
出
初
式

▽
17
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
監
査
、
中
央

教
育
審
議
会
総
会
（
第
89
回
）

▽
18
日
＝
県
・
市
町
連
携
会
議
、愛
媛
県
清

掃
事
業
協
会
正
副
会
長
会
、
全
国
簡
易

水
道
協
議
会
平
成
25
年
度
第
2
回
事
務

局
長
会
議
、
自
民
党
愛
媛
県
議
会
議
員

と
愛
媛
県
内
市
町
長
と
の
意
見
交
換
会

▽
19
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総

合
協
議
会
監
査
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
自

立
促
進
協
議
会
監
査

▽
20
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
地
方
分
権
有
識
者
会
議
公
聴
会

▽
21
日
＝
第
45
回
南
海
放
送
賞
表
彰
式
・

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
23
日
＝
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め

2
0
1
4
」
審
査
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
67
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
65
回

定
期
総
会
、
町
村
会
・
議
長
会
定
期
総

編
集
後
記

　

上
の
一
筆
に
あ
る
よ
う
に
、
今
回
の
ソ

チ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
若
い
日
本
人

選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
深
夜
・
早
朝

の
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
き
寝
不
足
に
な
っ

た
の
は
僕
独
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ラ
ー
ジ
ヒ
ル
で
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
清

水
礼は

留る

飛ひ

選
手
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
銀
の

平
野
歩あ

ゆ

夢む

選
手
、
フ
ュ
ギ
ュ
ア
で
金
の
羽

生
結ゆ

づ
る弦
選
手
と
、
光
沢
の
あ
る
名
前
を
見

て
い
る
だ
け
で
心
が
輝
い
て
き
ま
す
。
伸

び
盛
り
の
若
さ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

◇

　

本
号
に
掲
載
と
お
り
、
町
村
会
と
議
長

会
の
定
期
総
会
が
終
り
ま
し
た
。

　

と
く
に
今
回
で
3
回
目
を
迎
え
た
合
同

式
典
で
は
、
知
事
や
県
議
会
議
長
さ
ん
に

も
お
出
で
い
た
だ
き
、
盛
会
裡
に
終
了
で

き
た
こ
と
を
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て

安
堵
し
て
い
ま
す
。◇

　

立
春
を
迎
え
、
太
陽
の
光
が
少
し
ず
つ

多
く
当
た
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。

立
春
か
ら
雨
水
、
そ
し
て
土
中
の
虫
た
ち

が
う
ご
め
く
啓
蟄
へ
と
、
だ
ん
だ
ん
春
が

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

い
い
歳
と
な
っ
た
か
ら
こ
そ
わ
か
る
、

そ
ん
な
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
十
分
に
楽

し
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
、
お
酒
を

呑
み
な
が
ら
。

会
に
か
か
る
合
同
式
典

▽
26
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
2
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議
、
愛
媛
県
人
権
協
会
監

査
▽
27
日
＝
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
監
査

▽
28
日
＝
人
事
試
験
に
関
す
る
講
習
会
、

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
平
成
25

年
度
第
2
回
定
例
理
事
会


